
長岡造形大学大学院博士の学位に関する長岡造形大学大学院学位規程施行細則 

 

第１章 総則 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、長岡造形大学大学院学位規程（以下「学位規程」という。）第１９条

の規定に基づき、長岡造形大学（以下「本学」という。）が授与する博士の学位について

必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定義） 

第２条 この細則において課程申請者とは、学位規程第３条第２項の規定に基づき、博士

の学位授与の申請をしようとする者をいう。 

２ この細則において論文申請者とは、学位規程第３条第３項の規定に基づき、博士の学

位授与の申請をしようとする者をいう。 

 

第２章 課程修了による学位授与 

 

（課程申請者の資格） 

第３条 学位規程第４条第２項に定める博士論文の提出により博士の学位を申請できる者

は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１） 本大学院の博士（後期）課程（以下「博士課程」という。）に所定の年限以上在学

し、所定の単位を取得し、かつ、必要な研究指導を受けた者。 

（２） 同課程に所定の年限以上在学し、所定の単位を取得し、かつ、必要な研究指導を

受けた上退学（以下「単位取得満期退学」という。）した者のうち、最初の退学後２

年以内に再入学した者。 

２ 前項に規定する在学の期間は、特に優れた研究業績を上げた者についてはこの限りで

ない。 

 

（博士論文等の提出） 

第４条 前条により博士論文の審査を受けようとする者は、次に掲げる書類（以下「博士

論文等」という。）を長岡造形大学大学院学則第２０条に規定する研究指導を行う教員（以

下「指導教員」という。）の承認を経て学長に提出する。 

（１） 学位授与申請書（課程博士） １部 

（２） 博士論文（Ａ４版、和文又は英文） 正本１部、副本４部 

（３） 博士論文要旨（Ａ４版２,０００字程度の和文及びＡ４版３枚程度の英文） 各５部 

（４） 論文目録及び別刷 各５部 
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（５） 履歴書 ５部 

２ 課程申請者は前項に規定する博士論文等として、必要に応じて研究作品一式を提出す

ることができる。 

３ 課程申請者は博士論文等の提出に先立ち、審査付投稿論文を２編以上学会等に発表（以

下、「学会発表等」という。）し、研究科委員会が定める中間発表を行わなければならな

い。 

４ 前項に規定する学会発表等は、第２項及び次の各号のすべてに該当する場合には、こ

れに代えることができる。 

（１） 審査付投稿論文を１編以上学会等に発表していること 

（２） 全国的あるいは国際的規模の展覧会、コンクール等に作品を出展し、２回以上の

受賞歴を有し、またはそれに準ずる成果を挙げていること 

 

（学位授与の申請時期） 

第５条 前条第１項に定める書類等を提出する時期は、研究科委員会が別に定める。 

 

（副査候補者の選出） 

第６条 学位規程第６条第３項に定める審査委員会の主査（以下「主査」という。）は提出

された論文の主題等に応じて副査候補者を選出し、研究科委員会に推薦する。 

 

（論文発表会） 

第７条 博士論文の審査の一環として、論文発表会を公開で実施する。 

２ 課程申請者は、論文発表会で、博士論文の発表を行う。 

３ 主査は、論文発表日の日程等を定め、課程申請者に通知するとともに、これを実施日

の１週間前までに公示する。 

 

（博士論文の審査及び最終試験の結果報告） 

第８条 博士論文の審査及び最終試験（以下「論文審査等」という。）の成績は、審査委員

会が博士論文の審査と最終試験を別々に判定し、評価は合格又は不合格で表す。 

２ 審査委員会は、学位授与の可否に関する意見をまとめ、論文審査等を終了する。 

３ 審査委員会は、論文審査等が終了したときは、博士論文の要旨、審査結果の要旨並び

に博士論文審査結果及び最終試験結果報告書を研究科委員会に提出する。 

 

（学位授与の審議及び議決） 

第９条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて、課程申請者に学位を授与すべきか否か

を審議する。 

２ 研究科委員会は、前項の結果を学長に報告する。 
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（博士論文の保管） 

第１０条 前条により学位を授与されることが決定した者の博士論文は、審査終了後、主

査が本学附属図書館に１部を提出し、本学附属図書館が保管及び公開するものとする。 

 

（学位授与の時期） 

第１１条 学位記の授与は、３月及び９月に行う。 

 

第３章 論文提出による学位授与 

 

（論文申請者の資格） 

第１２条 学位規程第４条第３項に定める博士論文の提出により博士の学位を申請できる

者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

（１） 単位取得満期退学した者のうち、第３条第１項第２号に該当しない者。 

（２） 大学卒業後原則５年以上又は大学院博士課程の前期課程又は修士課程修了後３年

以上の研究歴を有する者。 

（３） 前号に規定する者と同等以上の研究歴を有する者。 

２ 前項第２号及び第３号の研究歴とは、次の各号に掲げるものをいう。 

（１） 大学又は大学院の専任教員として研究に従事した期間 

（２） 大学又は大学院の研究生として研究に従事した期間 

（３） 大学院の学生として在学し研究に従事した期間 

（４） 官公庁、会社等において研究に従事した期間 

（５） その他研究科委員会が認めた研究に従事した期間 

 

（博士論文等の提出） 

第１３条 前条により博士論文の審査を受けようとする者は、次の各号に掲げる書類に別

に定める博士論文審査手数料を添えて、研究科委員会が指定する教員及び研究科長の確

認を経て学長に提出する。 

（１） 学位授与申請書（論文博士） １部 

（２） 博士論文（Ａ４版、和文又は英文） 正本１部、副本４部 

（３） 博士論文要旨（Ａ４版２,０００字程度の和文及びＡ４版３枚程度の英文） 各５部 

（４） 論文目録及び別刷 各５部 

（５） 履歴書 ５部 

（６） 研究従事内容証明書 １部 

（７） 最終学歴の証明書 １部 

２ 論文申請者は、前項に定める書類の提出に先立ち、審査付投稿論文を４編以上学会等
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に発表しなければならない。 

３ 学長に受理された第１項に規定する書類及び博士論文審査手数料は、原則として返還

しない。 

 

（学位授与の申請時期） 

第１４条 論文申請者が前条に定める書類等を提出する時期は、研究科委員会が別に定め

る。 

 

（副査候補者の選出） 

第１５条 学位規程第６条第３項に定める審査委員会の主査は提出された博士論文の主題

等に応じて副査候補者を選出し、研究科委員会に推薦する。 

 

（論文発表会） 

第１６条 博士論文の審査の一環として、論文発表会を公開で実施する。 

２ 論文申請者は、論文発表会で、博士論文の発表を行う。 

３ 主査は、論文発表日の日程等を定め、論文申請者に通知するとともに、これを実施日

の１週間前までに公示する。 

 

（論文審査等及び学力の確認の結果報告） 

第１７条 論文審査等及び学力の確認の結果は、審査委員会が博士論文の審査、最終試験

及び学力の確認をそれぞれ別々に判定し、評価は合格又は不合格で表す。 

２ 審査委員会は、学位授与の可否に関する意見をまとめ、論文審査等及び学力の確認を

終了する。 

３ 主査は、論文審査等及び学力の確認が終了したときは、博士論文の要旨、審査結果の

要旨並びに博士論文審査結果、最終試験結果及び学力の確認結果報告書を研究科委員会

に提出するものとする。 

４ 審査委員会は、前項の報告を審査の申請が受理された日から１年以内に行わなければ

ならない。 

 

（学位授与の審議及び議決） 

第１８条 研究科委員会は、前条の報告に基づいて、論文申請者に学位を授与すべきか否

かを審議する。 

２ 研究科委員会は、前項の結果を学長に報告する。 

 

（博士論文の保管） 

第１９条 前条により学位を授与されることが決定した者の博士論文は、審査終了後、主
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査が本学附属図書館に１部を提出し、本学附属図書館が保管及び公開するものとする。 

 

（学位授与の時期） 

第２０条 学位記の授与は、３月及び９月に行う。 

 

（委任） 

第２１条 この細則に定めるもののほか、博士の学位に関し必要な事項は別に定める。 

 

附 則 

この細則は、平成２６年４月１日から施行する。 

 

附 則 

１ この細則は、平成３０年４月１日から施行する。 
 （博士論文等の提出） 

２ 平成２９年度以前の入学者には、第４条第２項及び第４項の規定は適用しない。 
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